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腎臓結核ノ際ニ見ラ Jレ、勝耽ノ費化へ先ツ二曹、側輸尿管口部ニ始 7 リ，勝耽底部ヨリ漸次他
ノ部分ニ蔓延ス Jレモノナ Jレコトノ、，殆ンド疑フペカラザJレ事賓トシテ現今一般ニ認メラ Jレ、翻
アリ。尤モ，之レハ主トシテ従来多数ノ腎結核症例ニ就キ観察セラレタ Jレ臨床的，勝耽鏡的，
或ハ手術的並ニ剖検的所見等ニヨリ考察セラレタ Jレ所ナルペキモ，此ノ；事貫ハ果シア此際腸耽
ニ於ク Jレ費化ガ患側輸尿管口部ヨリ誕生ス Jレ一因Jレカ， 或ハ従来吾人ガ軍ニカカ Jレ息側！輸尿
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テ之レヲ説明スル 1 ト／悶韓ナ Jレハ言ヲ侠タズ。
而シテ今日迄最モ多ク論議セラレタルハ，手術操作特ニ輪以管断端ノ庭理法ナリ。印チ之レ



















ペキナリ， ~p チ共操作ノ巧拙ハ直ニ経過ノ上ニ影響シテ森易ニ 10 日乃至2-3週間ノ差異ヲ来タ
サシム Jレモノナリ。
要之，手術時並ニ術後ニ於テ輩ニ創i夜ノi猪溜感染ヲ来タサシメザJレ様注意ス Jレコトニヨリ，此
ノ二次的治癒ノ；場合ニ於テモ腎臓並ニ轍尿管ノ費化ノ程度ーハ特別ノ闘係ナク比較的簡輩＝大
抵ハ 3週間内外，遅クモ5週間前後ニ治癒セシメ得ルナリ。如斯結接腎射出ニ際シアモ，軍＝僅
カノ注意ニヨリ共手術創ハ比較的簡軍ニ治癒セシメ得ルヲ以テ昨秋頃ヨリリハ術後格別ノ異欣
ヲ認メザJレモノハ第一期癒合ヲ以テ治癒セシム Jレ方針ヲ探レノレモ，幸ニ今日迄順調ニ経過シツ
、アリ。然レドモ向ホ如何ナ Jレ程度7 デ此ノ第一期癒合ニヨリ治癒セシメ得ルヤハ症例ヲ章キ
タル上夏ニ報告ス ｝~機ア Jレペシ。
